
Title 中山伊知郎 南亮進共著 適度人口
Sub Title Optimum population, by Ichiro Nakayama and Ryoshin Minami
Author 安川, 正彬

Publisher 慶應義塾経済学会
Publication year 1960

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.53, No.7 (1960. 7) ,p.656(82)- 660(86) 
JaLC DOI 10.14991/001.19600701-0080
Abstract
Notes 書評
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19600701-

0080

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


把
摒
で
あ
ろ
ぅ.

。
た
だ
、
チ
ャ
ー
チ
ス
ト
運
動
と
権
力
機
構
と
を
，機
械
的
に
対

:
"比
#

せ
^

お
.̂
:

な
#

じ
#

知
だ
£

:
る

塞

魯

立

ぢ

、
\
謹

機
11
:

.0
'
'内
部
的
関
：:: ̂

:
:

.連
叹
<

^

想
み
_

證

を
.

わ
、め
>:
:_
者
€>
;

関
係
钇
有
機
的
览
杷̂

で
ぃ
_

:̂
-
.:

.チ
ャ
I

チ
ス
ト
迤
動
の
蔺
さ
れ
た
面
を
追
求
す
る
の
に
役
立
づ
で
あ
ろ

5

。

，(

飯
田

鼎
)
-
-

•.ン
，
い
 

.

.

.

'

...*■
:

■.■

.

.

.

.
パ.
.
' 

.
■
«
パ
;.
■;

:.
.
.

■
■■'
■.-
■■
:
’

」

.：.

-,
 

.
»
.
, 

.、

.
 

•
 -

 ■
 

r
 

....
 

..

 ‘
 
'•
 

' 

.

,
私
は
こ
の
書
塞
く
評
価
し
た
い
と
お%:
:
ぅ
。
人
口
理
論
と
し
て
ま
ど
め
ら 

れ
た
従
来
の
戈
献
は
、#
く
は
人
ロ
理
論—*
般
を
述
べ
た
も
の
で
あ
ズ
た
が
、 

人
口
の
適
度
概
念
に
課
題
を
も
と
め'て
、
こ
れ
を
体
系
的
に
ま
と
め
た
著
書
は 

外
国
！
！
に
お
い
て
も
数
少
な
い。

• 

■.

木

街

は『

適
度
人
口
理
論』

：ど
f

m

CD
:
>菝
正
成
長
率
理
論』

.
のr i

編
か
ら 

な

る

。
.
第1

編

は

キ
ャ

ナ
シ
リ
、
、
1ド
を
中
心
と
す
る
最
近時
；，の
適
度
人
口
理 

論
展
開
の
紹
介
と
、
そ
れ
に
対
す
る
批
判
に
あ
て
ら
れ
る
。
顏

i

と
し
て
マ
ル. 

サ
ス
の
.収
獲
法
則
、

J
 

• 

S
 

.

ミ
ル
、
ゴ
.

ヴ
ォ
ル
7.

、

ゥ
ィ
：ク
ゼ
ル
、;
ダ
ル 

ト
ン
、

ア
モ
ソ
、

フ.丁；
ア
チ
.ャ
ィ
ル
ド
等
の
適
度
人
ロ
理
論
の
紹
介
を
つ
吁
加 •f

f
读
べ
養
窗 

技
著 

翁
：̂
^

八
：一
一：
.ン(

.六
五
六.)

；
：.

え
て
い
る
。
、
第
二
編
で
は
.、
ヶ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
の
人
卩
理
論
が
論
じ
ら
れ

.る
。
ヶ 

^

^

へ̂
^
书
ズ
は
ル
中
勝
掛
を
長
覆
滞
の
主
霞
因
と
み
な
し
、
経
済
：

：

:

成
長
；に
人0 .

増
加
.

を
要
請
し
だ
：。
9,

こ̂

^

理
論
的
展
開
を
み
た
：の
.

は
ハ
：
卩
ッ
ド 

.

=

ロ
ビ
ン
ソ
ン
の
長i

態
理
論
で
あ
る
。
こ
こ
に
新
た
な
る
人
ロ
の
適
度
概 

念
が
生
れ
る.0

ー
：

「

こ
ど
で
：本
論
：の
主
要
内
容
を
簡
単
に
紹
介
す
る
と
、：
第

I

編
で
は
、
：
一

人

当: 

り
生
産
量
の
極
大
点^

て
人
ロ
、の
適
度
点
あ
解
し
ち
キ
：ャ
ナ
ソ
の

.

所
説
を
. 

生
览
函
数
を
用
い
丈&

蔽
し̂

労
働

の

麗

生

劈
と

平

均
生

産

カ

が

ー
致

：

/'

す
る
人
ー
ロ̂

す
な
わ
ち
^

^

の
生
産
弾
カ
性
が
ー
に
ひ
と
し
い
入
ロ
が
適
度
人 

ロ
で
あ
る
こ
と
。
さ
ら
に
、
：
キ
オ
：ナ
ン
が
静
態
的
適
度
理
論
か
ら

「

人
ロ
.の
芷 

^

い
蓮
動
ギ
上
い
ぅ
獅
態
的
理
論
に
達
し
だ
宰
情
を
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、

ミ 

丨
ド
の
逾
度
人
口
概
念
は
所
得
が
.平
等
に
分
配
：さ
れ
た
状
態
に
お
ぃ
て
、
社
会 

の
総
厚
生
：を
極
太
に
す
る
人
口
で
あ
る
。

：

す
；な
わ
ち
労
働
の
限
思
生
産
力
が
最 

低
生
活
水
準
に.1,

致
す
る
と
き
、:
社

会

的

余

剰(

社
会
的
厚
坐)

が
極
大
に
な 

る

；

(

こ
.の
点
は
キ
、ャ
ナ
ゾ

の.
適
'度
：点
よ
り
も
'人
.ロ
量
は
は
る
か
に
大
き
ぃy

さ
 

ら
に
ミ
.

1
ド
は
資
本
.に
つ
い
て
も
適
度
概
念

Q
:

存
冻
す
る
こ
と
を
述
べ
、
資
本 

の
^.
#

生
産
力
が
ゼ
ロ
の
点
を
；

「

適
度
資
本
.一

で
あ
.る
と
じ
、
.適
度
资
木
が
適 

度
人
ロ
と
同
時
”に
踮
立
す
る
状
態
を
'.
'「

人
ロ
.と
資
本
の
絶
外
的
適
度

」

と
呼
ん 

だ
。
し
か
し
：、
：と
の̂]
^:

に
.つ
い
て
の
問
題
点
と
し
て
は
、
適
度
理
論
と
い
ぅ 

静
態
理
論
の
：な
か
に
動
態
的
な
貯
蓄
•
投
資
概
念
を
導
入
し
た
こ
と
か
ら
生
じ 

た
こ
と
を
指
摘
し
、

批
判
を
加
え
て
い
る

(

七
九—

八
五
頁)

。

そ

し

て「

適 

度
人
ロ
理
論
は
ヽ
マ
ル.サ
ス
流
の
悲
観
的
人1-
1

思
想
と
メ
ミ
ス
流
の
_

的
な
人

ロ
思
撤
と
の
結
令
の
結
果
で
あ
っ
た

J

 

(

 

一
 

0
プ
頁)

と
端
的
に
述
べ
る
。

第
二
編
で
は
ま
ず
、

ヶ
ィ
ン
ズ
が
一
九
一
一
〇
萬
ま
で
は
古
典
靈
済
学
者 

と
し
て
、
マ
，ル

サ

ス
⑹
砠
剰
人
ロ
を
主
張
し
た
事
懞
を

『

平
和
め
経
済
的
帰
結

』 

(

一
九
一
九
年)

を
中
心
に
描
写
す
る
。

一
九.三
〇
年
代
に
い
た.り
、

マ
ル
サ
ス 

.の
有
効
需
要
原
理
に
関
心.を
ぅ
ば
わ
れ
た
ヶ
ィ
ン
ズ
が
、

マ
ル
サ
ネ
を
師
と
仰 

ぎ

『

人
口
論』

か
ら
.『

経
済
学
原
理』

ベ
、

す

な

わ

ち「

人
口
の
原
理」

か
ら 

「

U

I

要
の
原
理」

へ
移
行
し
た
推
移
を
述
べ
：
.る
。『

一
般
理
論』

(

一
九
三 

六
年)

は
マ
ル
サ
ス
.に
対
す
る
再
評
価
を
理
論
的
に
確
立
し
た
も
の
で
あ
っ
た 

が
、

こ

の『

一
般
理
論』

を
長
期
化
し
、
，
人
口
成
長
の
意
義
を
論
じ
た
の
は
翌 

1
九

三

七

年

の『

人
ロ
減
退
の
若
干
の
経̂
§

讓

』

で
あ
マ
た
。
.
そ
の
な
か 

の

一

節「

わ
れ
わ
れ
は
い
ま
や
少
な<-
と
.も
マ
ル
サ
ス

の
恶
魔
と
司
様
に
恐
ろ 

し
い
い
ま
マ
つ
の
矹
_
、
す
な
わ
ち
嘉
需
要
の
破
壊
を
通
し
て
逃
亡
す

る
失 

業
の
恶
魔
が
身
近
に
あ
る
ご
と
を
知
^

た…
…

入

ロ

の

惑

魔

ぞ

が

鎮

^

つ
な
が 

,

れ
る
と
ぎ「

わ
れ
わ
れ
は
.一
つ
.
の
脅
威
か
ら
.靈

さ

れ
る
。.
し
か
し
わ
れ
わ
れ 

は
以
前
に
も
ま
し
て
、
資
源
の
木
寬
全
利
用
と
い
ぅ
他
の
悪
魔
卩
の
脅
威
に
さ 

c
O

さ

れ

る

：。

J

と

い

ぅ-
な
.か

に

、
，：
わ

れ

わ

れ

；は

有

効

需

要

を

通

じ

て

え

ら

れ

る
 

経

翼

展

の

主

要

因

と

し

て

、

」

人
ロ
增
加
.の
意
義
^
1見
失
：づ.て
は
'な
ら
な
い
.の 

で
あ
る
0

が
く
し
で
、
-

つ
の
惑
應
?

と
0

は
、
,:

前
者
が
静
態
的
な
適
度
人
.ロ 

-
に

対

格

ず

る

人

：
ロ

過

剰

で

あ

る

、
の

に

対

し

、

「

後

者

は

動

態

的

な
^ :
ロ

の

適

正

脱 

最
率
に
対̂

^

る

過

ポ

人0
成
長
率
の
問
題
で.あ
る
0
ユ
こ
こ
に
新
た.な

入

：
ロ
理 

論

の

展

開

を

み

石

に

い,^
っ'
た
ゎ
で
あ
る
？.

な
わ
ち
、

ヶ
イ.
ン
ズ
"
ハ
ン
セ 

ン
を
中
心
と
す
る
長
期
停
滞
論
を
経
て
、

ハ

' 

ロ.
ッ'
.
.ド

-1
1

ロ
：ビ
ン
ソ
ン.の

長

期

動

：
.， 態

論
に
お
い
て
、

ハ'卩

ッ

ド(

動
態
.経
済
学)

に

お

い

て

は

裏

成

長

率

^

か 

適
正
成
長
率
知
に
等
し
い
と
き
、
，
ま
た
、

.

ロ
ビ
ン
ソ
.；

V

 

(

資
本
蓄
猜
論)

に
お 

い
て
は
、
自
然
成
長
率
ん
が.資
本
蓄
積
率
ち
に
等
し
い
と
き
、
そ
.の
と
き
の
人 

ロ
成
長
率
は
人
ロ
の
適
疋
腺
長
率
で
あ
る
と
の
結
論
が
え
ら
れ
る
。

こ..
れ
ら

0
体
課
的
展
開
を
通
じ
て
、
最
終
的
結
論
と
す
る
と
こ
ろ
は
、

ケ
イ 

ン
，ズ.
革
命
以
前
の
適
度
理
論
は
、.
人
口 
P
の
変
化
が
与
え
る
生
産
力
効
果
で
あ 

り
、
と
れ
を
人
口
の
一
生
産
力
効
果
と
呼
ぶ
？

ケ
イ
シ
ズ
"

ハ
ン
セ
ン
の
長
期
停 

,

滞
論
に
お
い

て

は

、

有
効
需
罾
を
通
じ
て
投
資
需
要
を
^
定
す
る
人
ロ
は
> 

人 

口
の
^

で
あ
る
。

こ
れ
を
人
ロ
か
有
効
需
务
妙
署
と
呼
ぶ
。
そ
し
て
人
口 

の
生
産
力
効
果
に
も
と.
づ.
く
貯is

の
増
加
と
、.
人

口

の

，有

馨

要

効

果

に

も

と
 

づ
く
投
資
の
増
加
と
が
一.
致
す
る
と
き
、.
経
済
の
長
期
的
均
衡
が
維
持
さ
れ
、
 

経

済

の

調

龍

発

展

：が

河

能

と

龙

る

0
こ

れ

が-
^
1&
齋

取

漱
4
#

处

\

?

で 

あ

り

、

ハ.
ロ

ッ.
ド

“

...口

.ビ

:yソ
ゾ

'にょ
.っ，
て

展

開

さ

れ

：た

..長

期

動

態

論

か

ら

導
 

出
ざ
れ
た
適
度
概
念
で
あ
?>,
0
す
な
わ
ち
、
人

0
の

靈

理

論

に

関

し

て

ケ

イ 

ン
ジ
ャ
ン
に
ょ.
？
で
展
開
ざ
れ
た
動
態
的
な
人

0
成
長
理
論
は
、：

ケV

ン
ズ
革 

命
以
前
の
-
^
卩
理
論
之
ゲ
イ
ジ
ズ
に
ょ
ゥ
て
弭
ら
か
^
さ
れ
た
人
ロ
成
長
の
効 

果
と
が
、

た
く
み
に
綜
合
さ
れ
て
い
る
ど
：い
ぅ
こ
：と
で
あ
る
。

が

く

て

近

歲

：
 

'済
学
の
体
系.
の
な
か
に
、
人
口
と
い
ぅ
変
動
要
因
の
お
ょ
ぼ
す
効
果
を
も
と
め
、 

そ
れ
を
体
系
的
に
展
開
し
ま
と
め
：た
：と
，こ
ろ
に
、

こ
；の
書
を
高
く
評
陬
し
た
い
：
 

■:
と
批
-

^
本
質
的
理
由
を
見
出
す
©
で
あ
る
。
- ,
:
:
':
べ
.
が

i
て
、
：
本
書
を
要
約
し
如
紹
介
を
と
れ
に

>;
.ゼ
め
、

つ
ぎ
に
若
}
^
の
批
評
に



移
る
こ
と
に
：し
よ
う
。
.

(
:
7
^
^
本
書
成
立
0
基
礎
ば
ヽ
'̂
:

11
|
伊
知
#『

経
済
学
的
理
論
研
究
の
新
動 

.

.
S
X
南
亮w
即
蹁f

人

；ロ

大

事

A
』
1

章

a；
セ

' 

M 

.
ゲ
イ
ン
ズ
の
入
ー
ロ
现
論
と
逾
度
概
念

」

一S

Petersen, 

. ニ John 

Maynstrd 

E
l
s
y
n

aJ
^
sHa
h
s
o
r
i
CD
w
oH>populptioJI

pi
n
d t
h
o
o

§
o
(l
)
p«+ 

o
f
，o
p
t
i
m
u
m
%

 s
p
o
p
u
l
a

cfion 

Studies, 

March 

1955, pp. 

W
200

丨24
6
0

で
あ
る
と
お
も
わ
れ
る
。
そ
し
て
本
書
に
お
い
て
一
貫
し
て
い
る
こ
と 

:は
、
か
ロ
：が
経
済
に
お
ょ
ぼ
す
効
果
に
つ
い
て
の
展
開
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

マ
：適
度
人
ロ
を
取
扱
タ
学
問
の
性
質
が
ら̂
1
の̂
^
と
で
あ
る
。
し
；か
る̂
序
^
 

に
お
.い
て
'f

経
済
学
：の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
適
度
人
口
と
い
う
概
念
は
、
人
口 

.の
問
題
を
経
済
理
論
时
に
と
り
あ
げ
ー
る
唯
：ニ
0:
立
場
で
あ
る
。ぺ|
|/

 ̂

件
と
じ
た
ち
ま
だ
と
れ.を
逆
ば
也
産
力
；

Q;

結
果
ど
し
だ
'；

c
c
f

る
：

q

方
的
が
説 

明
か
ら
、
入
ロ
の_経
资
$

論
を
す
く
い
あ
げ
る
途
は
、
こ
れ
を
相
互
依
存
的 

な
場
に
1ひ
き
あ
げ
る
死
に
は
な
い
。
そ
し
て
そ
の
場
合
、
理
論
的
な
解
明
の
中 

核
^
立
ウ
.
M

は
；外
な
味
ぬ
適
度
人|:
|
で
.あ
る
。

」

：
ど
う
た
：？

H.
い
る
が
、
_
 

度
人
ロ
の
概
念
を
経
済
が
人
珥
に
影
響
を
与
え
る
局
面
か
ら
姐
何
に
解
明
さ
れ

’ 

る
の
で
お
ろ
1
が

.0
し
た
が
っ
x

.y
適
度
人
口
と
い
-
概̂
念
は
S
A ;
ロ
要
因
を 

経
済
理
論
一
で
と
り
あ
げ
る# 
ー̂

立
場
で
あ
ろ
.う
か
。
亡
れ
が
第
ー
：の
疑
問
で 

S
る
。
：ま
た
も
し
、
，い
あ
引
用
し
た
：

1

節
を
主
張
：し
、：
強
調
す
る
の
で
知
る
な 

ら
ば
、
：人
！1が
経
済
©-
結
果
と
な
る
-と
い
う
立
場
が
ら0
展
開
说
全
^
^
さ
れ 

な
が
っ
た
の
は
如
何
な
令
理
由
に
ょ
る
も
の
で
ぁ
ろ
，ぅ
か
.タ
ご
：机
が
：第T:f

の
疑 

問
で
あ
る
0 

: 

:
-

か
っ
て
の
，+
U典派
経
済
学
者
ケ
イ
ン
ズ
が
.やが
て
、
近

者

ケ

イ

ン

'
 

ズ
と
な
る
そ
の
転
換
に
際
し
て
、
マ
ル
サ
ス
に
多
く
を
学
び
、
新
た
に
、
人
口 

と
い
う
変
動
要
因
の
経
済
へ
の
影
響
を
重
視
し
て
、
彼
の
経
済
理
論
を
®

し 

た
結
果
、
か
の『

ケ
イ
ン
ズ
革
命』

を
な
し
と
げ
た
の
で
あ
る
。
：と
の
こ
と
は 

:

ヒ
ヴ
ク
ス
'
も

「

人

口

は

ケ

イ.ン：ズ
の
切
札
で
，あ
る

」

<
>
p
o
p
e
p
^
o
n 

is Mx. 

K
e
y
n
e
w

orstrongest 

card 、
(J.E. Hicks, 

P
MH-
，K

e
y
n
e
s

®*- 

Theory, of'Employment
、
Economic- Journal,:. June ;1936, .p......

252.
)

と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
点

「

ケ
イ
ン
ズ
は
、
一
革
命
を
境
に
ま
っ
た
く
異 

:質
的
な
人
|=
1
問
題
と
人
：ロ
：理
論
ぬ
興
味
を
感
じ
だ
の
で.
，ぁ
る
0>

六
0
頁r

 

&
済

理

論

に

ぎ

け

る

ー

爾

期

的

な

革

命

,:
*
'ケ
<;
ン

ズ

革

命

は

、

'-
,
実

ぱ

人

ロ

理

諭
 

■に
お
.け
る
軍
命
で
4:
お

づ
^
の
セ
あ
る
。1_
.
-

(

五
貧)

、「

ゲ
イ
ン

ズ理
諭
吖
転
回 

,

は
同
時
に
入
ば
班
論
な
転
回
を
伴
マ
て
杈
こ
な
わ
れ
た
。

」

0
ー
 
六i

頁〕

と
い 

う
主
張
は
、.ケ
イ
ン
ズ
経
済
学
の
成
立
過
程
が
逆
で
は
な
い
だ
：ろ
う
か
。
こ
れ

ぞ
人
ロ
.の
遠
正
麻
長
率
ぎ
標•
む
し
、：
人
へ
ロ
成
長
率
の
過
剩
.
過
小
を
論
ず
る 

際
に
'
.先
進
経
済
^

f

経
済
に
触
れ
、「

後
進
国
経
済
は
一
般
に
、

過
タ
趴 

'■
給 >:

過
规
需
要
に
よ
る
慢
性
的
イ
ン
フ
レ
：

—

シ
：
ヨ
ン
に
っ
.て
特
微
づ
.け
ら
れ 

.■'
る
：‘：：
V
.
Pま
ヴ
後
進
国
で
は
、
：
人
ロ
成
長
と
技
術
_

に
よ
っ
て
決
矩
さ
れ
る 

資
本
蓄
稹
に
対
す
：る
需
要
が
、
:,
.
'長
い
期
間
.に
わ
だ
ク
て
そ
の̂

を̂
上
廻
り
、

.

そ.
の
：結
果
慢
性
的
イ
ン
フ
レI
シ
ヨ
ン
が
魂
坐
ず
る
と
と
に
な
る
。
；
こ
れ
は
後 

へ
進
国
に
お
け
る
人
ロ
成
長
率
が
、
_
貯
蓄
性
向
や
そ
の
他
の
条
件
に
く
ら
べ
て
大 

ぎ
す
ぎ
る
-̂
と
に
原
因
し
て
ぃ
る。…

：
'‘一
.
方
先
進_

€>
成
熟
し
た
経
済
は
、

過
少
需
要
，
.
'

過
剰̂

^

忙
よ
.

る
長
期
停
滞
が
支
配
的.

で
あ
る
ど
さ
れ
各。
.…

…

 

す
な
ゎ
ち
人
ロ
成
难
が
低
オ
ぎ
、
高

い

醫

性

向
.

低
.い
資
本
係
数
に
も
と 

づ

ぐ

高

い

柔

蓄

積

の

講

を

吸

擎

！

0

こ

と

が

：
で

き

な

い

':
;°.
;
:
_
!
:

(

ニ 

O

六 

頁)

と
述
べ
て
ノ
人
ロ
成
囊
の
過
小
ば
冼
進
経
済
、
逦
剩
は
後
證
済
に
各

々
当
て
は
ま
る
と
諭
じ
て
い
右

(

他
に
も
.ニ
三

六

丨

七

頁

)

。
.
先

進

経

済

に

対 

す
る
こ
の
説
明
は
、:-「

表
期
停
滞
論」

-,
経
済
成
長
理
論
1
办
成
立
と
昆
開
か
ら 

お
し
.て
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、-後
進
経
済
に
関
し
て
は
、‘先
進
経
済
の
.事
態
：
 

を
亇
度
裏
に
返
し
た
状
態
と
解
し
て
、
.充
分
め
説
明
：を
な
し
：う
：る
で
ぢ
ろ
う 

.か
。
も
し
そ
う
で
あ

K?

な
ら
ば
、
人
0
成
'«
率
の
滅
退
は
瘍
に
後
進
経
済
の 

.発
展
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
。
先
に
、
.こ
の
書
の
基
礎
を
な.し
た
と
：お
も
わ 

れ
る
、
：
と
述
べ
：た『

藝
学
的
理
論
研
淹
0
新
動
向』

.
の
な
か
^

^

ビ
シ 

ソ
ン
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
う0:
経
済
め
成
長
率
を
規
定
す
る
も
の
は
資
本
の
蓄 

積
率
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
そ
の
資
本
の
.蓄
積
率
を
規
定
す
る
も
の
は
労
働
の
生 

産
カ
の
増
加
>
人

ロ

の

増

加

濘

で

あ

石

。

：
，
：

.こ
れ

に

は

前

提

に

：
つ
い

.て
、
，
ま 

，た

展

開

に

つ
..い
て

幾

多

の.展
開

を

必

要..
と

す
.る
C'
と

，
は

い

う

ま
.で
も

な..い.
。
，
.
し 

か
し
こ
こ
に
は
資
本
の
蓄
積
と
人
口.，の
增
刺
と
.に
つ
.い
て
の
明
白
^f

つ
の
関 

係
が
し
め
さ
れ
て
い
る
。
人
は
と
れ
に
よ

「

_フ
て
人
ロ
砠
_
な
国
の
員
1

罾
と
、 

生
.産
力

の

す

で

、
に

高

い

闺

の

経

済

発

展

と

M

別
し
て
者
え
る
勢
#
を
あ
た
え
ら 

れ
る
。

」
C 『

人
口
大
事
典』.:1

:

四
.

一

二ー

四
頁):

S
点
筆
者)

と
述
べ
て
い
る
。 

す

；な

ゎ

ち

「

契

機」

；
は

あ

た£
ら

.^
ズ
も
、
構
造
的
な
大
量
の
潜
在
失
業
を
か 

か
え
^
ロ
庄
カ
に
あ
え
ぐ_

経
済
靡
展
の
靓
明
に
は
役
立
セ
な
い.で
あ
：ろ
/ 

点

，
さ
ら
に
.

「

滿

疋

成

象

よ

り

大

き

：
い

人

ロ

成

肇

が

存

拒

す

る

：
：
：
〃
と
き

.

'

'
書

.'
•.
.評

'
':
■
;'
■

■
:

自
然
成
長
率
は
蓄
賴
率
ょ
り
大
と
な
り
お
そ
か
丸
は
や
.

4

れ
知
齋4

齋
生
し
、 

賃
金
0
低
下
を
結
果
す
る
で
あ
ろ
ぅ
。

」

:

0
1 一
i
£頁)

：(

傍
点
筆
者
V
と
論
じ 

..て：い
^
が
、
：後
進
経
済
放
失
業
亦
発
生
し
ぅ
る
ほ
ど
に
豊
か
：で
は
な
い
と
お
も 

わ

れ

る

。

こ

れ

が

第

四

の

疑

問

で

あ

る

。
：

,'
.
:
:
'
;
い 

;■
:

;敗
浪
姻
か
い
点
を
指#

^
ば
、ぐ
口
.ビ
シ
ソ
ン
/の
成
良
モ
デ
ル
に
お
い
て
、 

消
費
財
坐
産
量
を0
、
ー
：
：
労

働

の

生

産

性

を

^

、

；

総

雇

用

量

を*4、
消
費
財
部
£ 

と
授
資
財
部
門
の
雇
用
量
を
各
：々,：？
、4

と
し
、
：.

S

を
雇
用
比
率
と
す
れ
ば
、 

つ
ぎ
の
関
_

が
え
ら
れ
る
。

,
■
.

ゾ

■
:
;
.
'
 

'、

0 
n 
I
*-+ !:  I 

tlfd.L  

パ.

■

/'
つ
凌
に
^
尸
ビ
ン
ソ
ン
は
完
篇
雇
用
の
状
態
を
想
定
し
て
議
論
を
進
め
て
い 

る
か
ら
、
労
働
雇
用
量1,
は
そ
の
社
会
に
与
え
ら
れ
た
労_
の
^

^

量

し

た

が 

づ

て

人

ロ

：
？

に

.ひ
と
し
い
：。

」
(i ll :

八
頁)

.と
し
'て
、L

=
p
.

を
仮
定
し
て
い 

る
0
'
,
そ
し
て
、
雇
用
比
率?2
.が
一
定
の
も
と
で
、
，右
式
の
関
係
を
成
長
率
で
あ 

ら
わ
す
と
き
、丨
つ
：ぎ
の
関
係
式
を
導
い
て
い
.る
。
；，

J
O

 

J
P

 
卜
 M

0
 

f
 P

:+
“

'

■■

.
と
れ
が
ハ
ロ
ッ
ド
の
自
然
成
長
率

-
^
^
^
太
で
あ
る

〔

た
だ
し

、
f

*vf  
4. ̂

>
 

-

p
"
-
^
r
y

 

t
J
H
, 

.0

ニ
九
頁)

:0
し
.か
し
、

こ
の
議
論
で
：は、
'

,労
働
雇
用
量
*4は
人
0
を

に

等

し,<
あ

る

必

要

は

な

い

0

す
な
わ
ち
乙
は
？
の 

ー
定
割
合
で
；
あ

れ

ば

ょ

い

.0
,
.し
^
成
っ
て
t-
*
4

〔

た
だ
し
、
，

©"const
,〕 

で
あ
れ
ば
、
.

:

が
.え
ら
れ
る
か
.ら
，
成
長
率
で
示
さ
れ
た
結
果
は

.

.

.

'■
:八
.五
.
-

C 
六
®
九)



同
一.
.で
あ
り
、■■ま
た
こ
れ■が
.ロ
■ビ
ン
ソ
ン
.の
■考
え
を
正
し
X

伝
え
る
も
.の
.
で
あ 

る
と
お
も
わ
れ
る
。

他

：に.ハ
：.い
.ま
：:■
つ
の
細
か..い^
!を
指
摘
す
る'な
ら
•は
、.，
、、ヽ|
.
が̂
_与
え
た
適
ぃ 

度
概
念
は
、.藝
晶

博

生

を

極

大

な̂;
し
め
：る
人
口
す
な
：わ
ち
、

.fl

国
の
平 

'.
時
に
お
け
る
国
カ
を
極
大
^
す
る
人
；0」

:'
.

(

六
.九
頁)

へ
で
あ
7
た
。
-
^

ば
、.そ
れ
は
労
働
ぬ
限
界
生
産
カ
が
最
低
生
活
水
準
に

.：
ー
致
ヤ
る
：
と

き

办

人

ロ

. 

を
意
味
し
た
。

こ
の
概
念
は
ソ
ー
ビ
ー
の

.

『

国
力
の
.適
度』

(I/optimu

日 

de puissance)
〔『

人
ロ
，の
一
般
理
論

』

第
六
章
、s A. Sauvy; 

T
hB'
a.
e 

G§
nirale de 

ptoPopulation, vol.1
.

w>c
o
n
o
m
i
e

s.
.population

，

1CO
5
6、chap. VI/pp. 

6
9
1
00
1
.

〕
で
詳
し
く
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
記
し
.、 

併
せ

て

、

，こ

の
ソ

:|
、ビ

I

の
書
を
六
九
頁
の
；註
に
加
え
、
：
■さ
ら
に
文
献
目
録
に 

せ
ら
れ
た
ら
、.本
書
が
体
系
と
し
て'.

1.

層

宠

実

す

る

で

あ

.ろ

ぅ

こ

と
.

を
-

こ
.
 

の
機
会
に
お
伝
え
し
て
お
こ
ぅ
。

終
り
に
、
ホ#

の
ま
®

の

言

葉

を「

人
口
理
論
の
今
後
に
お
け
る
.灌
展
の
可 

能
性」

に
つ
：い

て「

人
.ロ

理

論

と

経

済

学

と

は

塞

な

関

連

の

も

と

._に

展

開

さ 

れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

」
(

ニ
三
九
頁)

と
結
ん
で
い
る
。

こ
れ
に
つv>
て
簡
単
に
：
 

i

を
述
べ
て
み
た
い
。
そ
れ
は
ヶ
ィ
ン
ズ
が
革
命
的
経
済
理
論
を
生
み
出
す 

.原
励
力
と
な
マ
た
人
口
成
長
率
の
減
退
は
、

と
く
に
•出
生
力
の
減
退
と
し
て
あ 

ら
わ
れ
た
。
す
な
わ
ち
死
亡
率
は
す
で
に
可
能
な
最
低
限
界
に
達
し
て
い
た
か

. 

ら
で
あ
る
。
人
口
学
で
は
出
生
力
の
減
退
が
人
口
の
年
齢
分
布
を
変
動
せ
し
め 

る

第

一の：！
®

で

あ

る

こと
が
知
ら
れ
て
い
石
。
し
た
が
っ
て
、
経
済
学
と
人 

ロ
学
の
.線
合
を
強
調
す
る
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
人
口
が
経
済
に
影
響
を
あ
た
え :

-
 

八

六

(

六
六
〇
>

'

::

る
劾
果
の
靠
钇.
は
的
人
ロ
成
.雞

ベ

出

生

力
 >  
亦
経
済
^
作
用
す
る
効
果
の. 

•■
^
浙
^
^ :
:%
{-..、'.
.̂

ロ
办
年
齢
分
布-0 :
变
化.
が
経
済
'に..;#
ぇ
る
効
果
を
も
併
ぜ. 

て
分
析
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

.こ
私
に
つ
い
て
は
プ
本
書
で
ハ
ン
セ
シ

"

タ
ー
ボ
ア
、

ス
：ゥ
ィ
ー
ジ
ー
、
ゴ
}

ル
デ
ン
バ
ー
グ
、.
ア
ル
ン
ト
、
ピ
ー
ダI
 

ソ
ン
.

等
の
'

見
解
を
紹
介
し
ず
い
る
：

C

第
W

章 >
。
，

こ
：れ
.

の
実
証
的
解
明
は
囊
学
，
 

,>

人
口
学
0

綜

合

を

め

ぎ

す

、

:,
.
-
'
将

来

に

託

さ

れ

た

研

淹

の

馨

の

手

が

か

り

を
 

与
え
る
も
の.
で
あ
る
と
い
ぅ
こ
と
で
あ
る。

-,

.

.

X
 

. 

:

:

:

'

.

x

.

'

:

.
 

.

X

-

:

.

- 

，
本

書

の

序

文

に

、

中

3
^

土

の

筆

に

よ

：
っ
て
、
，
中

山

，
南

共

著

め

.事

由

が

述 

ベ
ら
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、

「

い
ま
要
請
さ
れ
、

や
が
て
大
き
く
育
つ
べ
き 

，
人
ロ
経
済
理
諭
の
萠
芬̂

を
、

' 適
度
人
口
の
理
論
研
究
に
お
き
、
：

「

そ
の
展
開 

を
現
代
办
経
済
学
の
大
ぎ
な
潮
流
の
中
に
求
：

.め
た
。

」

と
記
し
た
の
ち
、「

以
上 

に
の
ベ
た̂

え
方
は
、
私
が
長
い
間
頭
の
中
に
も
?

て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。

'

た
.ま
た
ま
南
亮
進
君
を
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
学
生
と
し
て
迎
え
、
さ
ら
に
大
学
院
に 

お
ぃ

て
引
き
つ
づ
い
て
指
導
す
る
こ
と
と
な
.っ
た
の
を
機
会
に
：、

'
，私
は
同
君
.に 

.よ
っ
て
'こ
.の
仕
事
を
実
現
す
る
好
機
を
得
た
。
:

…

.日
本
の
学
界
で
は
初
め
て 

.
と
：い
え
る
適
度
人
口
に
つ
い
て
の
C

の
特
殊
研
究
が
、
新
し
く
こ
の
問
題
へ
の

.関
、也
を
よ
ひ
お
こ.す

機

会

と
.̂
:

る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。.
.本

.文

は

も

ち

ろ

ん
南
君
の
執
筆
に
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
：

 

'成
立
の
経
過
を
か
え
り
見
て
こ
れ
を 

共
著
と
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
思
ぅ

」

と
。
ま
こ
と
に
、
心
温
ま
る 

学

術

書

で

あ̂

'(

経
済
分
析
全
書.
勁
草
書
房
‘

一
九
五
九
¥

.

B

6
 •

-. 

六
ー
頁
ニ
ー
ー
六
〇
円

)

：
 

(

安
、川

正

彬)

• 

V
' 

人

.
，
.
：
.
.

加

藤

.

寬
#

:

.

丸

尾

直

美

警

:

:

『

社

会

：化

と

経

済

計

画

.

』

.

:

社
会
主
義
経
済
の
経
験
が
深
ま
る
に
つ
れ
て
、

.

.い
ま
ま
で
摸
索
的
な
も.の

で

。
 

あ

っ

た

社

会

、
王

義

経

済

.に
関
す
る
わ
れ
わ
れ
の
知
識
も
、
徐
々
に
具
体
的
.
現 

実
的
な
も
'の
と
な
っ
.て
く
る
。
今
を
去
る

i
l

五

年

前

ヽ

英

国

労

働

觉

の

®

.

^

.

M
■•
■
ダ
I
ビ
ンi

早
々
と
、'「

今
日
わ
れ
わ
れ
は.誰
も
が
計
画
論
者
だ

J

と
い 

マ
た
0
し
か
し
現
在
で
は
、
わ
れ
わ
れ
は
^
^
と
し
て
計
画
論
者
だ
が
決
し
て 

§

で
楽
観
的
な
計
画
論
者
で
，は
な̂.
。〕

社
会
主
義
経
済
^

^

計
画
に
芩
せ 

る
わ
れ
わ
れ
の
関
心
は
過
去
上
ヴ
も
一
段
と
強
い
も
な
に
な
っ
て

.
い
る
に
も
か
，

か
：わ
ら
ず
、
そ
：の
対
象
が
含
む
問
題
は
さ
ら
に
複
雑

i

な
り
つ
；
つ
あ
る
？'社
会
：： 

主
義
化
の
道
を
歩
も
ぅ
と
す
る
各
国
の
社
•

義
政
党
の
内
部
で’
現
在
’
国 

有
化_

に
づ
い
て
さ
ま
ざ
炙
の
反
省
や
論
争
が
行
な
わ
れ
ー
て
い
る
の

.
も
'そ

の

. ' 

証
宏
で
：あ
ろ.ぅ
。
：本
書
の1
1
1
1
的
は
、へ
広
：ぃ
意
味
で
の
社
童
篆
的
な
絞
済
計
画 

を
、
ソ
連
ど
英f

働
党
之
の
経
験
を
手
が
かa
に
し
て
検
討
し
.、
^
-
>
い

方

べ 

向
を
录
唆
せ
ん
と
オ.る
こ
と
に.
あ
る
:0
そ
の
点
で
、.*
'.
本
書
は
ま..
こ
と
に
時^

. 

克
fc
.%

の
と
い
え
る
。
 

V .

: .
な
お
、
_

ば

構

成

は

次

：
の

"と
お

り

：
で

あ

る

。

第

一

寒
：：

経

済

計

画

：の

目

的

.:.

と
形
態
。.
第

！1章
、
ぃ
屋
的
社
佘
王
義
と
共
童
義
。
第=?
1章
、
：：
：
童

的

社

会

：
. 

主
義
の
経
済
計
画
。:'
''.
第
因
章
，
：共
蜃
義
型
経
済
計
画
。
第

五

寒
.

^
*
"
.:

.

書

：

.
評

,;

経
済
計
画
化
の
将
来。

':
.

'

,

,

:
 

'

.

;

.

'

;

:

 

.

,

'

.

-

•

第
一
：章
。.
一
般
に
、
計
画
と
か
政
策
と
い
う
言
葉
は
、
種
々
の
意
味
で
使
わ 

れ
て
.

い
る
。
し
か
し
、
，
本
書
で
は
、
計
画
を
次
の
よ
う
な
機
能
乃
至

lfj

'
為
か
ら 

捉
え
る
0.
:

第
二
'
:に
実
現
し
よ
う
：と
思
う
目
的
を
！
^

す
る
こ
と、
. 

第

二

に

現

莊

及

び

将

象

藝

と

予_

を
基
に
.

し
て
、
■，
.

こ
の̂

^

を
i

に
灾 

現
す
る
た
め
：に
実
現
可
能
な
具
体
案
に
す
る
.
こ

と

、

第
一
一

H-

そ
の
_

を

自
-o
r

す 

る
た
め
の
諸
措
置
を
と
る.と
と
。
経
済
計
画
と
は
、
こ
の
よ
う
な
計
画
0-
経
済 

面
の
遍
用
：で

あ

夂̂」

：.こ̂

は

計

画

生
,̂

を
国
家
ま
た
は
そ
：の
代
行
機
関
に
限 

定
じ
、:
計
画
範
_

を
国
内
：に
置
く
。
，だ
が
こ
れ
で
は
計
画
と
政
策
の
区
別
が
不 

明
瞭
.
で
.

あ
る
。
へ
し
が
し
、
て
個
々
：の
政
策
は
計
脚
で
あ
る
と
い
う
よ
り
も
計
画
の 

1
:

環
で
あ
り
、.
計
陳
遂
行
：の
手
段
と
：み
る
方
が
よ
い
。
だ
か
ら
、
本
醫
で
は
計 

画

：
と

計

画

化

：
の

手

段

と

'

し
て
の
政
策'
.と
を
便
宜
上
、w
li
f

と̂

^

す

る(

'一
四 

i'
:
五.
貢)

。
，ツ 

.
-
V;
'
.

'

-■

ざ
ら
に
、
英
国
労
働
党.の
：政
策
を
果
し
て
社
会
主
義
計
画
と
呼
び
う
る
.か
と 

の̂

^

:

の
疑
問
.
に
対
し
で
は
、
：--1
現
在
の
ソ
連
に
：お
け
る
経
済
計
画
.が
社
舍
王 

義
社
会
か
経
済
計
画
で
あ
る
の
に
対
し
、：労
働
党
の
経
済
政
策
は
社
会 

主
義
化
0'
&

か
.

か
計
_

で
ぁ
る
と
考
ぇ
て
ょ
い
だ
ろ
う
。

…
…

社

#

^

義

体

制
 

乃
至
組
織
の
実
現
を
目
的
と
す
る
違
動
お
よ
び
理
論
は
、
丫
こ
れ
を
社
会
主
義
な 

み
形
容
詞
览
呼
ん
で
も
差
支
え
な
い
だ
ろ
う
-

と
考
克̂

ス
ニ
の
頁〉

。

'

と
こ
ろ
で
、

こ
の
よ
う
に
広
義
に
と
つ
た
経
済
計
画
の
目
的
と
ば
何
ふ
？
こ 

こ
で
は
、.
周
知
の
ビ
グ
ー
の
三
命
題
に
準
じ
て
、
そ
れ
を
経
済
の

.
翁
展
•

安
定
.：

八

七

(

六
六
ー)

：


